御名の誉れ
ほとんどの信者は、赦しを求めるとき、自然に神の愛、恵み、または憐れみに訴えます。これらは確かに、神に近づくための聖書的な理由です。しかし、Psalm 25:11でダビデは別の訴えをしています。「主よ、あなたの御名の誉れのために、私の数多くの罪をお赦しください。」
一見すると、これは奇妙に思われます。なぜ神の誉れや評判が、罪人を赦す理由になるのでしょうか。ダビデの祈りは、神のご性質と、神の御前で私たちが確信を持つ根拠について、深遠な真理を明らかにしています。
ダビデが神の御名に訴える理由
聖書において、神の「御名」は、神のご性質、評判、そして明らかにされた本質を表します。神の御名に訴えるとは、神がご自身について明らかにされたお方に訴えることです。
ダビデは、自分が赦しを受けるに値するから赦しを求めているのではありません。自分の勝利や礼拝、いけにえ、あるいは忠実に仕えてきた年月を指し示すこともしません。その代わりに、彼は完全に神を指し示しています。
彼の祈りは、次のように言い換えることができます。「主よ、あなたご自身のご性質に従って行動してください。あなたがご自身を示されたとおりのお方であってください。」
これは、憐れみを求めることよりも弱い訴えではありません。実際、それは憐れみの基盤です。神が憐れみを示されるのは、憐れみが神の聖なる完全なご性質の一部だからです。
聖さと赦し
私たちはしばしば、神の聖さを、神が罪を裁かれる理由としてのみ考えます。それは確かに真実ですが、聖さはまた、神がご自身のご性質に完全に忠実であられることを意味します。
神が悔い改めた者を赦されるとき、それは神の聖さに反して行動しておられるのではありません。神は、その聖さゆえに行動しておられるのです。
主はモーセに、「憐れみ深く、恵み深い神。怒るのに遅く、揺るぎない愛と真実に満ちている方」としてご自身を現された（出エジプト記 34:6, NLT）。赦しは、神のご性質の例外ではありません。それは神のご性質の表れです。
ダビデはこのことを理解していました。ですから、彼は単に神のあわれみにではなく、神の誉れに訴えました。もし神が本当にあわれみ深く、忠実で、愛に満ちておられるなら、赦しは神の御名を小さくするのではなく、むしろ大きくします。
驚くべき告白
この節の後半は、ダビデの訴えをさらに驚くべきものにしています。「......私の非常に多くの罪をお赦しください。」
ダビデは自分の罪を軽く見てはいません。むしろ、それを強調しています。
人間の推論はしばしば、「私の罪はあまりにも大きい」と言います。ダビデは反対の方向に考えます。彼の多くの罪は、まさに彼が神のご性質に全面的に依り頼まなければならない理由となります。
必要が大きければ大きいほど、神の憐れみ、忠実さ、そして聖さが示される機会も大きくなります。
なぜこれが重要なのか
多くのクリスチャンは、赦しが自分自身についてできる限り強力な弁明を提示することにかかっているかのように、神に近づきます。ダビデは、神についてできる限り強力な弁明を提示するよう私たちに教えています。
私たちの確信は、私たちの罪が小さいこと、悔い改めの質、あるいは従順さの一貫性に基づいているのではありません。それは、私たちが祈るお方の変わることのないご性質に基づいています。
私たちが赦しを求めるとき、神にそのご性質に反する行動を求めているのではありません。私たちは、神がそのご性質に従って行動してくださるよう求めているのです。
ダビデのように、私たちは確信をもって祈ることができます。「主よ、あなたの御名の誉れのために、私をお赦しください。」
